
区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

`

道
路
の
区
域

宇
和
島
市
津
島
町
岩
松
甲
二
二
二
九

番
か
ら
同
市
津
島
町
高
田
甲
二
一
六

三
番
一
ま
で

前

Ａ

八
∑
六
〇
〜

五
〇
∑
六
八

三
・
四
五
二

上
記
Ａ
・
Ｂ
及
び
Ｃ

は
、
関
係
図
面
に
表

示
す
る
敷
地
の
区
分

を
い
う
。

Ｂ
∑
Ｃ
一
〇
∑
一
四
〜
二
五
九
∑
〇
五

三
・
七
一
一

後

Ａ

八
∑
六
〇
〜

五
〇
∑
六
八

三
・
四
五
二

Ｂ
∑
Ｃ
一
〇
∑
一
四
〜
二
五
九
∑
〇
五

三
・
七
一
一

a

図
面
縦
覧
場
所

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

国
会
事
項

人
事
異
動

平成™š年˜—月˜›日 金曜日 第œ�œ 号官 報
四
^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

五
十
六
号
及
び
三
百
二
十
号

五
^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

三
十
三
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

愛
媛
県
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
柳
井
川
字
鉢
六
八
〇
五
番
一

地
先
か
ら
同
町
柳
井
川
字
鉢
六
八
〇
六
番
ま
で

前後

三
七
・
八
〇
〜
四
五
・
一
〇

三
七
・
八
〇
〜
六
二
・
六
〇

〇
・
〇
五
二

〇
・
〇
五
二

a

図
面
縦
覧
場
所

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
松
山
河
川
国
道
事
務
所

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
百
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

四
国
地
方
整
備
局
長

川
Ä

正
彦

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

三

十

三

号

愛
媛
県
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
柳
井
川
字
鉢
六
八
〇
五
番
一
地
先

か
ら
同
町
柳
井
川
字
鉢
六
八
〇
六
番
ま
で

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
松

山
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

九
州
地
方
整
備
局
長

中
嶋

章
雅

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

二
百
八
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

み
や
ま
市
高
田
町
下
楠
田
字
渡
瀬
二
七
六
三
番
二
か
ら
同
市

高
田
町
下
楠
田
字
渡
瀬
一
六
三
一
番
一
ま
で

前後

八
・
八
〇
〜
一
二
・
九
〇

一
二
・
〇
〇
〜
一
四
・
〇
〇

〇
・
一
三
一

〇
・
一
三
一

a

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
福
岡
国
道
事
務
所

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

九
州
地
方
整
備
局
長

中
嶋

章
雅

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

二
百
二
十
四
号

鹿
児
島
市
古
里
町
三
四
九
番
二
か
ら
同
市
古
里
町
三
三
七
番
三
ま

で

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
大

隅
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

衆

議

院

答
弁
書
受
領

十
月
七
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
提
出
女
性
の
学
童
擁
護
員
（
み

ど
り
の
お
ば
さ
ん
）
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
小
野
寺
五
典
提
出
中
国
漁
船
衝
突
事
案
に

お
け
る
中
国
人
船
長
釈
放
の
経
緯
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
小
野
寺
五
典
提
出
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
に
お
い
て
東
日
本
大
震
災
を
中
傷

す
る
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
た
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
提
出
野
田
内
閣
が
「
な
る
べ
く

早
く
」
取
り
組
も
う
と
す
る
諸
課
題
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
提
出
児
童
・
生
徒
が
少
な
い
地

域
に
お
け
る
小
中
学
校
教
育
の
体
制
確
保
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
提
出
野
田
総
理
が
主
宰
す
る

「
新
た
な
会
議
体
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
提
出
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
被
爆

地
訪
問
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
提
出
政
府
に
よ
る
邦
人
保
護
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
提
出
沖
縄
県
「
八
重
山
採
択
地

区
」
に
お
け
る
教
科
書
選
定
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

辞
令

（
庶
務
部
長
）
衆
議
院
参
事

小
島

克
美

国
際
部
長
事
務
代
理
を
免
ず
る

秘
書
課
長
事
務
取
扱
を
免
ず
る
（
十
月
十
二
日
）

内

閣

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

外
務
大
臣
玄
葉
光
一
郎
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大

臣
に
指
定
す
る

〇
農
林
水
産
大
臣
臨
時
代
理

同

前
田

武
志

農
林
水
産
大
臣
鹿
野
道
彦
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十

条
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
農
林
水
産
大
臣
の
職
務
を
行
う

国
務
大
臣
に
指
定
す
る
（
以
上
十
月
六
日
）

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

藤
村

修

外
務
大
臣
玄
葉
光
一
郎
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の
規

定
に
よ
る
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣
と

し
て
の
指
定
を
解
く

鉢
村

健

内
閣
官
房
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
経
済
被
害
対
応
室

審
議
官
を
免
ず
る

大
西
正
一
郎

願
に
依
り
内
閣
官
房
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
経
済
被

害
対
応
室
審
議
官
を
免
ず
る戒

能

一
成

加
藤

恵
祐

願
に
依
り
内
閣
官
房
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
経
済
被

害
対
応
室
参
事
官
を
免
ず
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
七
日
）

報
告
書
受
領

十
月
五
日
会
計
検
査
院
長
重
松
博
之
か
ら
次
の
報
告
書

を
受
領
し
た
。

会
計
検
査
院
法
第
三
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
報
告

書「
緊
急
人
材
育
成
支
援
事
業
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、

そ
の
制
度
を
基
に
創
設
さ
れ
る
求
職
者
支
援
制
度
に
お

い
て
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
が
適
正
に
支
給
さ
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
事
業
効
果
を
適
切
に
把
握
し
十
分
に
発
現

さ
れ
る
体
制
と
な
る
よ
う
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
意

見
を
表
示
し
た
も
の
」

会
計
検
査
院
法
第
三
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
報
告

書
「
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
証
券
化
支

援
勘
定
等
に
お
け
る
政
府
出
資
金
に
つ
い
て
、
二
種
類

の
政
府
出
資
金
が
果
た
し
て
い
る
役
割
に
重
複
し
て
い

る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
必
要
な
処
置
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
規
模
と
す
る
よ
う
国
土
交
通

大
臣
及
び
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
理
事
長

に
対
し
て
意
見
を
表
示
し
た
も
の
」

会
計
検
査
院
法
第
三
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
報
告

書
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
周
辺
地
域
整
備
資

金
に
つ
い
て
、
当
面
の
間
は
資
金
残
高
の
規
模
を
縮
減

さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
後
需
要
額
の
算
定
が
必
要
と
な

る
場
合
に
は
積
立
目
標
額
の
規
模
を
見
直
す
な
ど
し

て
、
当
面
需
要
が
見
込
ま
れ
な
い
資
金
を
滞
留
さ
せ
な

い
よ
う
な
方
策
を
検
討
す
る
よ
う
経
済
産
業
大
臣
に
対

し
て
意
見
を
表
示
し
た
も
の
」
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